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御製碑の右手前には説明が刻まれた石板があります。

組合ホームページもあります。ぜひ、ご覧ください！
http://www.jforest-kitashinshu.or.jp/
スマートフォン対応となっています。

全国植樹祭への天皇陛下の行幸啓を記念し、植樹祭の感動と
意義を後世に永く伝えるために御製碑が建立されました。

（長野市エムウェーブ）
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第16回通常総代会を開催しました。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）
に
野
沢
温
泉

ス
パ
リ
ー
ナ
に
お
い
て
第
十
六
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
う
ち
本
人
出
席
八
十
二
名
、

書
面
出
席
一
〇
二
名
、
合
計
一
八
四
名
の
出
席
で
、
総

代
会
議
長
に
野
沢
温
泉
地
区
選
出
総
代
の
島
田
悦
夫
さ

ん
を
選
出
し
て
議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
十
議
案

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
第
九
号
議
案
で
は
、
組
合
員
の
除
名
に
つ
い

て
決
定
さ
れ
、
第
十
号
議
案
で
は
、
新
役
員
（
理
事

十
二
名
、
監
事
二
名
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

平成28年度は、長野県では52年ぶりとなる全国植樹祭

が開催され、当組合の関係では飯山市の菜の花公園周辺

を会場に、北信地区県民植樹が行われました。そして飯山

市では、全国林業後継者大会が開催され、当組合の取組み

が先進事例として紹介されました。こうしたことから、林

野庁次長や海外からの視察など、多方面から注目された

１年でした。

こうした中、物産センターねんりんを12月４日をもって

閉店とし、３月末で野沢温泉村との管理委託契約が完了と

なりました。また、各支所も４月１日から本所と利用事業

室への事務統合に向け、準備を進めてまいりました。

平成28年度の損益は、収益では販売部門で計画対

比64％の25,234千円、森林整備で計画対比95％の

99,530千円と計画減となりました。利用では計画対比

101％、211,847千円と増収でしたが、事業総利益は

115,169千円で計画対比90％に留まり、事業管理費

の減価償却費26,013千円をカバーできず、税引き前で

3,412千円の損失となりました。

損失金処理としては、平成28年度未処理損失金が

4,115千円となります。

そして法定準備金が満額（出資金の2倍）となってい

ることから、脱退による出資金減少額の倍にあたる額の

169千円が戻入となり、損失金処理額は3,946千円とな

ります。

これを、任意積立金（損失補填積立金）280,000千円の

中から同額を処理し、次期繰越額は0円になります。

事　業　総　利　益
　　収　　　　　　益
　　費　　　　　　用
　　　事　業　総　利　益
事　業　管　理　費
　　　人　件　費
　　　旅費交通費
　　　事　務　費
　　　業　務　費
　　　諸税負担金
　　　施　設　費
　　　雑　　　費
事　業　管　理　費　計
事　業　利　益
事　業　外　損　益
経　常　利　益
特　別　損　益
税　引　前　当　期　利　益
法　人　税　・　住　民　税
当　期　剰　余　金
前　期　繰　越　剰　余　金
当　期　未　処　分　剰　余　金

351,226
236,057

79,941
551

3,135
4,469
3,808
31,319
606

115,169

123,829
-8,660
5,248
-3,412

0
-3,412
-703

-4,115
0

-4,115

（単位 千円）

損 益 計 算 書

※千円以下については四捨五入ですが、合計を合わせるために切捨、切上しております。

平成28年度　損失金処理案
(単位 千円)

Ⅰ 当期未処理損失金

Ⅱ 法定準備金戻入

Ⅲ 損失金処理額

1.任意積立金取崩額
（損失補填積立金）

Ⅳ 次期繰越剰余金

-4,115

169

-3,946

3,946

0
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組
合
員
と
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

損益上の赤字が２年続いてしまい、

たいへん申し訳ありません。この要因

については、事業管理費で施設費の中

に減価償却費26,000千円あります。

昨年も30,000千円ありました。そし

て事業外費用では、繰延資産償却費で

2,400千円を毎年計上してきました。

この償却費が損益に大きく影響してお

ります。

今後は毎年減少し、32年度には

9,000千円ほどになり、財務体質は改

善傾向にあります。

なお、事業管理費で退職給付に係る

費用5,300千円ほどを計上しており、

組合会計上は費用に計上されています

が、これは税法上、損金ではなく、引当

金となりますので、平成28年度の税務

申告は黒字となっています。

貸借対照表から、経営指標を見る

と流動比率が370％自己資本比率も

75％と、たいへん優良な数値となって

います。総代会では、平成28年度の受託林産事業において、素材生産

の取扱量が特に優れていた、団体および個人の表彰を行ってお

り、下記の２名の方に感謝状と金一封が贈られました。

また、職員へは、全国森林組合連合会と長野県森林組合連合会

の永年勤続表彰の伝達が行われました。

全森連表彰（10年以上）では林産班の辻村忠幸さん、県森連表

彰（20年以上）では林産班の山城和広さんと造林班の斉藤厚さ

んが表彰されています。

平成28年度受託林産事業素材生産量第1位

団体の部

　　中野市倭財産区管理会　様　　　　出材量1,282㎥

個人の部

　　山ノ内町　塚田　源一郎　様　　　出材量1,245㎥

部　門　別　損　益
平成29年2月28日現在

　･収　　　･益
(単位 千円)

部 門 金 額 備　　考

指 導 部 門 6,013 賦課金、実費収入

販 売 部 門 25,234 販売品・林産品売上、手数料
物産センター運営収入　他

森
林
整
備
部
門

森林整備 99,530 森林整備収入、森林請負収入、
治山工事収入　他

利 用 211,847 調査収入、利用料、利用事業収
入、受託利用事業収入　他

福利厚生 1,559 家賃収入
共済保険手数料

購 買 7,035 事業物資売上
生活物資売上

金 融 8 事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料

合 計 351,226 

費 用

部 門 金 額 備　　考

指 導 部 門 12,658 総代会経費、広報紙発行費、
支所人件費　他

販 売 部 門 19,837 販売品・林産品原価、
物産センター運営費　他

森
林
整
備
部
門

森林整備 70,433 森林整備費、森林請負費、
治山工事費　他

利 用 127,541 調査費、利用施設維持費、利用事
業費、受託利用事業費　他

福利厚生 190 施設管理費

購 買 5,396 事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 2 事業資金借入利息

合 計 236,057 

受託販売取扱高 5,644 千円
受託林産取扱高 109,781 千円
受託森林整備取扱高 144,234 千円

 中野市倭財産区管理会 様

貸　･借･　対　･照　･表　　平成29年2月28日現在　（単位　千円）  

科　目 金額 科　目 金額 科　目 金額 科　目 金額

資･産･の･部 負･債･の･部 純資産･の･部

流動資産 流動負債 出資金
現金 602 建物付属設備 240 受託販売預り金 89,477 払込済出資金 92,235

預金 358,721 一括償却資産 0 買掛金 220

売掛金 3,225 土地 34,630 未　 払 　金 42,159 剰余金
未収金 128,020 森林 0 未払法人税等 703 法定準備金 184,639

短期貸付金 2,000 有形固定資産合計 101,458 短期借入金 2,000 資本準備金 611

立替金 104,313 前受金 2,007 任意積立金 286,981

預託金 238 無形固定資産 事業前受金 0 当期未処分剰余金

差入保証金 505 水利権 282 貸倒引当金 850 当期剰余金 ▲ 4,115

仮払金 2,319 ソフトウェア 28,132 預り金 27,257 前期繰越剰余金 0

前渡金 190 無形固定資産合計 28,414 未払費用 13

貸倒引当金 0 剰余金合計 468,116

有価証券 0 流動負債合計 164,686

たな卸資産 3,001 外部出資

その他 387 系統出資金 10,250 固定負債 純資産合計 560,351

流動資産合計 603,521 系統外出資金 1,120 農林漁業資金借入金 0

固定資産 外部出資合計 11,370 退職給付引当金 19,995

役員退任慰労給付引当金 708

有形固定資産 固定資産合計 141,242

建物 40,072 固定負債合計 20,703

構築物 5,271 繰延資産合計 977

機械装置 21,027 負･債･合･計 185,389

車輌運搬具 0

工器具備品 218 　資･産･合･計 745,740 負債・純資産合計 745,740
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平
成
二
十
九
年
度
も
新
系
統
運
動
の
北
信
州
森
林
組
合
運
動

方
針
目
標
達
成
に
向
け
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し
更
な

る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施
業
集
約
化
を
進
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、精
度
の
高
い
計
画

を
作
成
し
、経
営
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

木
材
販
売
に
つ
い
て
は
、地
域
需
要
に
加
え
、系
統
を
通
じ
た

大
規
模
需
要
、そ
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
な
ど
様
々
な
需
要
に
対

応
し
、よ
り
多
く
の
還
元
が
で
き
る
よ
う
有
利
販
売
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

当
年
は
、二
期
目
の
森
林
税
制
度
の
最
終
年
に
な
り
ま
す
。現

行
の
制
度
は
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
も
出
て
い
ま
す
。当
組

合
と
し
て
は
、長
野
県
森
林
づ
く
り
税
制
度
の
継
続
と
、対
象
作

業
種
等
の
変
更
な
ど
、組
合
員
の
森
林
へ
還
元
で
き
る
制
度
と

な
る
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
取
扱
計
画
は
、収
益
３
億
８
８
１
２
万
円
、受

託
販
売
９
０
万
円
、受
託
林
産
１
億
1
３
７
５
万
円
、受
託
森
林
整
備

１
億
５
０
０
０
万
円
で
合
計
６
億
５
２
７
７
万
円
程
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、境
界
明
確
化
事
業
は
順
次
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。組

合
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
事
が
最
終
目
標
で
す
が
、全
域
を
行
う
に
は
二
十

年
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

各
地
で
要
望
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、中
期
計
画
を
進
め
る
中
で
、施

業
の
必
要
な
人
工
林
地
域
を
優
先
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画

（単位 千円）
平 成 29 年 度   損 益 計 画

388,121
248,632

127,180

-180

972

139,489

12,309

12,129

13,101
-703

12,398
0

12,398

事 業 総 利 益
　　　収　　　益
　　　費　　　用
　　　　事業総利益
事 業 管 理 費
　　　　事 業 利 益
事 業 外 損 益
　　　　経 常 利 益
特　別　損　益
　　税引前当期純利益
　　法人税・住民税
　　当  期  剰  余  金
　　前期繰越剰余金
　　当期未処分剰余金

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、信
州
大
学
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
革
新
的

技
術
開
発
・
緊
急
展
開
事
業（
地
域
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
）『
レ
ー
ザ
ー
セ

ン
シ
ン
グ
情
報
を
使
用
し
た
持
続
的
な
ス
マ
ー
ト
精
密
林
業
技
術
の

開
発
』と
、農
林
水
産
業
み
ら
い
基
金 

２
０
１
６
年
度
助
成
対
象
事
業

『
ｉ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
林
業
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
超
効
率

化
施
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発
』を
、今
年
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

この調査は、レーザー計測研究で世界NO.１である、フィンランドのJuha HYYPPÄ（ユハ・ヒッパ）教
授（写真左下）により、当組合の間伐現場で行われました。（地形や立木の形状などを調査しました。）

平成29年度部門別損益計画
収　　　益 費　　　用

(単位 千円) (単位 千円)

部 門 金　　額 備　　　考 部 門 金　　額 備　　　考

指 導 部 門 5,200 賦課金、実費収入　他 指 導 部 門 5,600 総代会経費、広報発行費　他

販 売 部 門 11,345 林産立木売上　受託販売・林産
手数料　他 販 売 部 門 3,110 木材購入費　林産立木購入費

　他

森
林
整
備
部
門

森 林 整 備 156,200 森林整備収入、森林請負収入、
治山工事収入　他 森

林
整
備
部
門

森 林 整 備 112,300 森林整備費、森林請負費、治山
工事費　他

利 用 206,800 調査収入、利用料、利用事業収
入、受託利用事業収入　他 利 用 122,100 調査費、利用施設維持費、利用

事業費、受託利用事業費　他

福 利 厚 生 1,558 家賃収入
共済保険手数料 福 利 厚 生 200 施設管理費

購 買 7,010 事業物資売上
生活物資売上 購 買 5,320 事業物資売上原価

生活物資売上原価

金 融 8 事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料 金 融 2 事業資金借入利息

合 計 388,121 合 計 248,632

受託販売取扱高 900
受託林産取扱高 113,750
受託森林整備取扱高 150,000

バックパックレーザー計測装置による現地調査行いました。 撮影の様子
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左
表
の
一
〇
四
名
に
つ
い
て
、除
名
を
決
定
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
内
、
郵
便
が
届
か
な
い
方
、
所
在
不
明
者
が

四
十
七
名
で
す
。

そ
し
て
、そ
の
他
の
方
に
は
、こ
れ
ま
で
何
度
も
納
入

の
お
願
い
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、同
時
に
脱
退

届
の
提
出
を
勧
め
て
い
ま
す
。広
報
誌
で
も
広
報
し
ま

し
た
が
、ま
っ
た
く
応
じ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、今

回
三
年
以
上
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、除
名
に

つ
い
て
附
議
し
、決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、通
常
総
代
会
に
附
議
す
る
に
あ
た
り
、定
款
の

規
定
に
従
い
除
名
決
議
通
知
書
を
送
り
、異
議
、弁
明
が

あ
る
と
き
は
、通
常
総
代
会
に
お
い
て
弁
明
の
機
会
を

設
け
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、通
知
書
に
対
し
て
、返
事
の
な
い
場
合
は
、こ

れ
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
し
手
続
き
を
行
う
旨
、お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

異
議
、弁
明
に
つ
い
て
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、皆
さ
ん
同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、今
回

の
議
決
に
至
り
ま
し
た
。

な
お
、総
代
会
の
議
決
を
受
け
て
、対
象
と
な
る
組
合

員
あ
て
に
除
名
を
決
議
し
た
理
由
を
明
記
し
た
、除
名

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

出
資
金
に
つ
い
て
は
、未
納
賦
課
金
と
の
相
殺
を
優

先
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
の
相
殺
後
残
金
の
請
求
等
に
つ
い
て

は
、総
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、請
求
権
に
つ
い
て
は
、森
林
組
合
法
の
規
定
に

従
い
二
年
後
に
消
滅
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
名
義
変
更（
相
続
・
譲
渡
等
）、山
林
面
積

の
増
減（
購
入
・
売
却
等
）、住
所
変
更
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、異
動
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、届
出
に
際
し
て
は
出
資
証
券
を
届
出
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。出
資
証
券
を
失
く
し
て

し
ま
っ
た
方
は
出
資
証
券
紛
失
届（
出
資
証
券
再
発

行
願
）を
同
時
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
、ご
不
明
の
事
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、総
務
課
か
利
用
事
業
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

様
式
に
つ
い
て
も
総
務
課
と
利
用
事
業
室
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、ご
用
命
く
だ
さ
い
。

ま
た
様
式
に
つ
い
て
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
の
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
組
合

員
の
方
に
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、組
合
員
手
続
き
関
係

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

組合員の除名について

　
異
動
届
提
出
の
お
願
い
。

第９号議案　組合員の除名について
定款　第14条　組合員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を経てこれを除

名することができる。この場合には、その組合員に対し総会の日の７日前までにその旨を通知

し、総会において弁明する機会を与えなければならない。

（定款 第59条　総代会には、この章に定めるもののほか、総会に関する規定を準用する。）

　１　引き続き５年以上この組合の事業を全く利用しなかったとき。

　２　出資の払込み、賦課金の払込みその他組合に対する義務の履行を怠ったとき。

　３～４　略

上記の２項に該当する組合員の除名手続きを行いたいので決定してください。

出資金については未納賦課金との相殺を優先し、相殺後残金の請求権については、森林組合法

の規定に従い2年後に消滅します。

除名対象人数
管轄支所 賦課金未納期間 対象人数

中 野
平成 23年度から未納 1名
平成 25年度から未納 1名

小計 2名

飯 山

平成 23年度から未納 53名
平成 24年度から未納 7名
平成 25年度から未納 7名

小計 67名

山 ノ 内
平成 23年度から未納 9名
平成 25年度から未納 0名

小計 9名

木 島 平
平成 23年度から未納 10名
平成 24年度から未納 1名

小計 11名

野沢温泉

平成 23年度から未納 2名
平成 24年度から未納 1名
平成 25年度から未納 1名

小計 4名

豊 田
平成 23年度から未納 8名
平成 25年度から未納 3名

小計 11名
合　　　計 104名

※平成 23年度から未納者には、その前からの未納も含みます。
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新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総代が改選されました。
ー 参与委員・連絡員も交代になりました。 ー

四
月
二
十
二
日
の
通
常
総
代
会
で
理
事
十
二
名
、

監
事
二
名
が
選
任
さ
れ
、
四
月
二
十
三
日
の
理
事
会

お
よ
び
監
事
会
で
代
表
理
事
組
合
長
お
よ
び
代
表
監

事
ほ
か
役
職
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の
任
期
は

平
成
三
十
二
年
の
通
常
総
代
会
終
了
ま
で
で
す
。
役

職
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
昨
年
の
臨
時
総
代
会
で
理
事
定
数
が
改
正

さ
れ
、
今
期
か
ら
十
四
名
の
役
員
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。

四
月
十
日
告
示
、
四
月
十
八
日
立
候
補
届
出
締

切
、
四
月
二
十
一
日
投
票
の
日
程
で
総
代
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
野
地
区
二
十
二
人
、
飯
山
地
区

七
十
二
人
、
山
ノ
内
地
区
三
十
八
人
、
木
島
平
地
区

二
十
七
人
、
野
沢
温
泉
地
区
十
九
人
、
中
野
市
豊
田

地
区
二
十
二
人
の
定
員
に
対
し
て
全
選
挙
区
に
お
い

て
候
補
者
数
が
総
代
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

総
代
選
挙
規
程
第
十
八
条
③
の
規
定
に
よ
り
、
投
票

を
行
わ
な
い
旨
を
四
月
十
九
日
に
当
選
者
名
簿
と
共

に
公
告
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
九
年
五
月

十
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
五
月
十
日
ま
で
の
三
年

間
で
す
。
新
総
代
に
は
選
挙
区
の
選
挙
管
理
者
か
ら

当
選
通
知
書
を
送
付
し
報
告
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
選
出
さ
れ
た
総
代
・
参
与
委
員
・
連

絡
員
の
該
当
す
る
区
域
の
名
簿
を
同
封
し
て
あ
り
ま

す
。

　
　
平
成
二
十
九
年
度
新
役
員

代
表
理
事
組
合
長 

中
山
稿
一 

（
山
ノ
内
町
）

副
組
合
長
理
事 

石
川
幹
雄 

（
飯
山
市
）

代
表
監
事 

小
林
茂
幸 

（
木
島
平
村
）

総
務
委
員
長 

清
水　

侃 

（
飯
山
市
）

業
務
委
員
長 

竹
内
義
明 

（
中
野
市
）

総
務
副
委
員
長 

平
田
幸
男 

（
野
沢
温
泉
村
）

業
務
副
委
員
長 

藤
澤
敏
孝 

（
飯
山
市
）

総
務
委
員 

成
合
宣
孝 

（
中
野
市
）

総
務
委
員 

小
渕
喜
由 

（
山
ノ
内
町
）

総
務
委
員 

湯
本
眞
司 

（
木
島
平
村
）

業
務
委
員 

丸
山
隆
久 

（
中
野
市
）

業
務
委
員 

佐
藤
正
樹 

（
山
ノ
内
町
）

業
務
委
員  

片
塩
善
久 

（
野
沢
温
泉
村
）

監
事 

高
坂
亀
美
雄 

（
中
野
市
）

　
　
総
務
課

総
務
課
長 

田
中　
　

忠

会
計
主
任
・
会
計
係
長 

丸
山
久
美
子

　

会
計
係
担
当 

原　
　

佑
太

　
　
　

〃 

森
山　
　

愛

総
務
係
長 

小
林　

和
江

　

総
務
係
担
当 

荒
井　

和
恵

　
　
業
務
課

業
務
課
長 

堀
澤　

正
彦

業
務
係
長 

高
橋　
　

優

機
関
造
林
担
当 

平
田　

昌
美

　
　
　

〃 

長
澤　

正
也

庶
務
・
シ
ス
テ
ム
担
当 

中
沢
千
恵
子

集
約
化
担
当

　

中
野
市
担
当 

南
都　
　

寛（
一
部
飯
山
市
）

　
　
　

〃 

高
柳　

秀
行

　

飯
山
市
担
当 

丸
山　

幸
裕

　

山
ノ
内
町
担
当 

尾
淵　

義
輝

　
　
　

〃 

中
山　

尚
士

　
　
　

〃 

川
久
保　

純

　
　
　

〃 

清
水
謙
士
郎

　

木
島
平
村
担
当 

関　
　

真
一

　
　
　

〃 

宮
崎　

則
明

　

野
沢
温
泉
村
担
当 

河
野　
　

透

　
　
利
用
事
業
室
（
飯
山
市
新
町
庁
舎
内
）

利
用
事
業
室
長 

滝
沢　

良
一

　
　
　

担
当 

武
田　

洋
一

　
　
　

担
当 

山
口
小
百
合

機
械
・
車
両
管
理
担
当 

小
林　
　

貴

現在の職員配置です。

総代選出数

区　域 総代数

第 1 区　中野市の区域 ２２人

第 2 区　飯山市の区域 ７２人

第 3 区　山ノ内町の区域 ３８人

第 4 区　木島平村の区域 ２７人

第 5 区　野沢温泉村の区域 １９人

第 6 区　中野市豊田の区域 ２２人

この組合の区域全体 ２００人

任期：平成29年5月11日～平成32年5月10日です。
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賦課金の口座振替をお願いします。
… 賦課金の口座振替が、多くの金融機関で可能です。 …

賦
課
金
の
納
入
に
つ
い
て
、
事
務
省
力
化

の
た
め
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
な
が
の
（
旧
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
・

Ｊ
Ａ
志
賀
高
原
）
・
Ｊ
Ａ
中
野
市
に
口
座
を

お
持
ち
の
方
で
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
Ｊ
Ａ
と
森
林
組
合
が
直
接
手
続
き
す

る
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
総
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
な
が
の
（
旧
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
・

Ｊ
Ａ
志
賀
高
原
）
と
Ｊ
Ａ
中
野
市
以
外
の
、

他
の
金
融
機
関
（
下
記
表
中
記
載
に
限
る
）

で
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
株
式
会
社
電
算
と
契
約
し
ま
し
た
口
座

振
替
収
納
事
務
受
託
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

口
座
振
替
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
行
っ
て
い
な
い
組
合
員
さ
ん

に
は
、
す
で
に
郵
送
に
て
申
請
書
等
を
送
付

し
て
あ
り
ま
す
が
、
再
度
送
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
総
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
、
事
務
省
力
化
の
た
め
、
お
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

① 道路や建物の支障木・高木などの特殊伐採

② 庭木の枝落とし、冬囲いなどの作業

③ 田畑や水路、土手などの刈払い作業

④ 林道や作業道の補修

⑤ 丸太、杭、細木、薪、ペレットなどの販売

⑥ 道路、駐車場などの除雪作業　

⑦ 組合員に関すること

⑧ 購買品に関すること

① 施業区域の集約化

② 森林整備計画の立案

③ 山林調査（境界確認、測量等）

④ 作業道開設などの基盤整備

⑤ 森林整備（間伐、下刈、除伐、枝打）

⑥ 素材生産

⑦ 森林地理情報管理

⑧ その他森林に関わること

① 組合員に関すること

② 経営計画の作成や実績の検討

③ 組合資産の管理等

④ 役員に関すること

⑤ 職員の人事、給与、福利厚生等

⑥ 文書に関すること

⑦ 広報に関すること

⑧ 購買品に関すること

⑨ 会計、財務等に関すること

※住所・電話番号は最後のページに記載されています。

Ｊ
Ａ
な
が
の
（
旧
Ｊ
Ａ
北
信
州

み
ゆ
き
・
旧
Ｊ
Ａ
志
賀
高
原
）・

Ｊ
Ａ
中
野
市
に
口
座
を
お
持
ち

の
組
合
員
さ
ん
へ
。

各部署では下記の業務を行っています。

取り扱いのできる金融機関

みずほ銀行 三井住友銀行 りそな銀行 埼玉りそな銀行

第四銀行 北越銀行 八十二銀行 北陸銀行

三菱ＵＦＪ信託銀行 長野銀行 新井信用金庫 長野信用金庫

松本信用金庫 上田信用金庫 諏訪信用金庫 飯田信用金庫

アルプス中央信用金庫 長野県信用組合 長野県信連 ＪＡ長野八ヶ岳

ＪＡ佐久浅間 ＪＡ信州うえだ ＪＡ信州諏訪 ＪＡ上伊那

ＪＡみなみ信州 ＪＡ木曽 ＪＡ松本市 ＪＡ松本ハイランド

ＪＡ塩尻市 ＪＡ洗馬 ＪＡあづみ ＪＡ大北

ＪＡグリーン長野 ＪＡながの ＪＡ中野市

そ
れ
以
外
の
金
融
機
関
に
口
座
を

お
持
ち
の
組
合
員
さ
ん
へ
。
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果樹の支柱　円柱の有効利用
円柱をうまく使う方法として実際に利用されている山ノ内町寒沢・生玉静雄さんのアイディアを紹介します。

 本　　　所
 〒383-0061 中野市大字壁田938番地1
 TEL 0269-38-0371（代）
 FAX 0269-23-5350

 利用事業室
 〒389-2255 飯山市大字静間383番地14
 TEL 0269-62-8111
 FAX 0269-67-0120

編集後記
組合事務所が４月１日から本所・利用事業室だけに

なりました。これまで支所を窓口にしていた皆さんに
は、少し遠くなってしまいますが、職員が常勤しており
ますので、組合員関係の届出、購買品等の購入など、よ
ろしくお願いいたします。

なお「地域の山林紹介」は次号から再度掲載します。

材料は農閑期のなるべく早い時期に用意します。

（図ー１）土に接触する部分は防腐剤につけると強くなります。

木は適当に乾燥していると強いが、果樹園に転んだ状態だと片面だけが乾燥状態になり良くない。

農閑期は収納が出来ることが理想です。

注　接ぎたしは270㎝までが限度。

円柱は曲がりのないものを使うこと。

軸受けには枝受け具を逆さに使う人もいるが剪定の

枝を挟むと強くなる。

（図－３）のように使う人もいるので工夫されたい。

注　ぶどう棚の補強には長さを合わせて垂直に使う。

一方的に斜めに使うとバランスが崩れるので危険。

果樹の支柱のほか庭木の囲い、垣根などにも使える。

（注）曲がりがひどいものは接ぎたしに向かない

作り方 （図ー２）

①円柱を50㎝に切る

　円柱に11ｃｍ切込みを十文字に入れる

②塩化ビニール（厚いタイプ）内径４㎝物を20㎝に切る

③組み立てる　

図ー１


